
名草弁天～織姫神社山行報告 
【山 行 日】   ２０２３年 １月 ２２（日）  晴れ 

【集    合】  岩舟支所 P   AM ６：００ 

【費    用】  マイカー１台  ：    ８００円 

【メンバー】  ＣＬ：鈴木ﾕ、 ＳＬ：廣瀬   

 飯口、植竹 、大塚、嶋田、鈴木ﾐ、藤原ﾌ 

【コ ー ス タ イ ム 】岩舟支所 6:00 ＝織姫公園

P6:20/6:40＝名草弁天Ｐ7:00/7:20～藤坂峠 8:20～

馬打峠 10:00～浄因寺 11:00/11:10～石尊山

11:30/12:10～大岩毘沙門天 12:50/13:00～両崖山

14:00/14:10～織姫神社下Ｐ15:30/15:40＝ 

岩舟支所Ｐ16:20 

冬季トレーニング山行として名草弁天～織姫神社へのロングトレイルを計画した。マイカー２台に

分乗し６時に岩舟支所を出発し、織姫公園 P に１台をデポし名草弁天駐車場に向かった。名草弁天

入口の駐車場に車を止め、トイレを済ませストレッ

チを行い出発する。このコースを初めて歩く方が

多く、ロングコースに少し緊張している。駐車場か

ら一の鳥居をくぐって厳島神社に向かい、２００m

位先を道標に従って左折し藤坂峠に向かう。 

杉林の中、広い林道を進み、途中から山道に入り

丸太の階段を上るとベンチとテーブルがある尾根

に着き休憩する。衣服調整と水分補給をし、これ

からのロングコースに備える。ここからは南に向

かって自然林の尾根を進み、アップダウンを繰り

返しながら気持ちよく歩いて行く。ピークをいくつか越え、大きく下って道路に出た所が藤坂峠。

道路を左に少し歩き、直ぐに急な階段を登り返

す。再びアップダウンを繰り返しながら尾根を

歩き、途中のベンチで小休止し、リンゴや菓子

を食べ水分を補給する。ここからも急登・急降

下が連続するが、皆さん頑張って歩きまだまだ

余裕がありそうだ。ベンチとテーブルがある３

８７．９ｍピークで休憩をとり、さらに小さな

アップダウンを繰り返しながら下って行く。 

馬打峠で再び道路を横切り、右に１００ｍほど

道路を歩き再び山道に入る。杉林の尾根を進み

行道峠への道を右に分け下って行くと林道に

出る。林道を左に４００ｍほど進み、案内に従って橋を渡り右に進むと浄因寺の駐車場に着く。

杉の大木に囲まれた石段を登って行くが、アップダウンを繰り返してきた足には辛い登りだ。 



石段を登り山門をくぐると平坦な庭に出て、寺のぬれ縁に腰かけて体を休める。寺の脇から

ハイキングコースを進み、不明堂の前から振

り返ると「関東の高野山」言われる絶景が見

られる。さらに短い急坂を登り切った左側が、

四十九院涅槃台で５０ｃｍほどの寝釈迦が

横たわっている。記念写真を撮ったらハイキ

ングコースに戻り、支尾根を登ると仏法僧峠

で主稜を南に進むと石尊山見晴台に着く。 

東屋とベンチ、テーブルがあり、展望も良

いのでここでランチタイムとするが、団体の

登山者が休憩中で賑わっていた。ベンチとテ

ーブルを先客に空けてもらい、お湯を沸かし

て持参したカップ麺やスープを作る。おにぎりやパンと皆さんが持ち寄ったお惣菜を美味しく

いただいた。デザートを食べお茶を飲んだら

出発し、大岩毘沙門天に向かう。平坦な山稜

を南にたどるとベンチとテーブルがあり、眺

望が良い剣ヶ峰に着く。ここから檜林の中を

九十九折れに下って行くと車道に出て、右に

車道を進み西公園駐車場でトイレを済ませ

る。少し戻って右に下ると大岩毘沙門天の境

内に入る。本堂にお参りして階段を降りて車

道を左に進み、道標に従って左の山道に入り、

登り切った所が２７４．４ｍの四等三角点が

あるピークだ。ここからいくつかアップダウン

を繰り返し、切通しの車道に出る。車道を横切

り向かいの山道に入り、急な階段を上ると地蔵

尊がある分岐に着く。分岐を直進しピークを２

つ越え、さらに急な木の階段を上ると両崖山へ

着く。２年前の山火事で被災し、菅原道真公を

祭った天満宮は焼けて台座しか残ってなかっ

た。石段を下った展望デッキで最後の休憩を取

り、ここから我輩とＨ瀬さんは先行して車回収

に向かう。残った方は歩いた経験があるＦ原さ

んにお願いし、織姫神社で待つように伝える。

先行した我々は織姫公園に着き、デポした車で名草弁天の駐車場に向かう。名草弁天で車を回

収し、織姫神社下の駐車場に着き、Ｆ原さんにＴＥＬし駐車場へ降りてもらう。 

駐車場に到着したら靴を履きかえ、トイレを済ませたら帰路につく。 

皆さん少し疲れた様子だったが、ロングコースを歩き切り大きな自信を得られた山行となった。 


